
福島町議会だより
－ 第127号　令和２年８月１日発行 －
7

【
藤
山
　
大
議
員
】

　

地
域
に
残
る
個
性
豊
か
な
伝
統

文
化
は
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
べ
き
共
通
の
財
産
で
あ
り
、
時

代
の
影
響
を
受
け
て
、
変
化
・
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
伝
統
文

化
・
お
祭
り
等
を
継
承
・
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
現
状
や
歴

史
、
特
色
等
を
十
分
把
握
し
、
協

力
す
る
伝
承
者
や
支
援
者
、
後
継

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

演
技
指
導
者
・
後
継
者
（
未
来

を
担
う
児
童
生
徒
等
）
の
確
保
、

後
世
に
残
す
た
め
の
保
存
資
料

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
：
観
賞
用
と
演
技
指
導

用
）
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

【
小
野
寺
則
之
教
育
長
】

　

伝
統
文
化
の
中
で
も
、
松
前
神

楽
・
福
島
大
神
宮
祭
礼
行
列
・
白

符
荒
馬
踊
り
を
町
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
し
て
お
り
、
松
前
神
楽

は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
３
つ
の
団
体
保
存
会
に

対
し
、
保
存
・
運
営
の
た
め
に
必

要
な
費
用
の
補
助
や
定
期
的
な
公

演
開
催
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

四
ヶ
散
米
行
列
・
奴
行
列
は
途

絶
え
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

平
成
６
年
以
降
若
い
町
民
の
方
な

ど
を
中
心
に
演
技
の
研
修
な
ど
を

行
い
、
公
開
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
人
口
減
少
と
と
も

に
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
演
技
者
募
集
等
を
町
広
報

で
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
各
保
存
会
と

連
携
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

藤山　大 議員

伝
統
文
化
を
未
来
に
残
す
政
策
を

保
存
会
と
連
携
し
後
継
者
の
育
成
に
努
め
る

【
小
鹿
昭
義
議
員
】

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
応
援

条
例
は
、
起
業
者
や
事
業
承
継
者

の
後
押
し
を
す
る
も
の
だ
が
、
利

用
状
況
は
ど
う
か
？

　

企
業
誘
致
条
例
は
投
下
固
定
資

産
額
の
新
設
等
（
町
外
事
業
者
３

千
万
円
以
上
、
町
内
事
業
者
１
千

５
百
万
円
以
上
）
を
対
象
と
す
る

も
の
だ
が
、
応
援
条
例
と
誘
致
条

例
の
整
合
性
を
図
り
、
一
つ
に
し

て
町
外
事
業
者
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
て
は
ど
う
か
？

　

既
存
誘
致
企
業
の
雇
用
状
況
把

握
や
今
後
の
協
力
体
制
、
新
た
な

企
業
の
誘
致
活
動
の
姿
勢
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

応
援
条
例
に
つ
い
て
は
、
漁
業

者
３
名
・
内
装
業
者
１
名
か
ら
事

前
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

応
援
条
例
は
町
内
で
の
起
業
者

や
事
業
承
継
者
の
、
新
た
な
事
業

へ
の
挑
戦
を
応
援
す
る
目
的
で
、

施
設
の
新
設
・
増
設
・
備
品
な
ど

の
購
入
助
成
で
あ
る
の
に
対
し
、

誘
致
条
例
は
、
用
地
・
建
物
等
の

斡
旋
や
奨
励
金
交
付
等
の
助
成
措

置
を
行
う
も
の
で
、
目
的
・
対
象
・

助
成
内
容
が
異
な
り
、
条
例
を
統

一
す
る
必
要
は
な
い
。

　

企
業
誘
致
条
例
施
行
後
、
指
定

さ
れ
た
事
業
者
は
５
社
で
、
現
在

も
２
社
が
事
業
継
続
し
て
お
り
、

従
業
員
数
は
38
人
、
社
会
保
険
等

の
加
入
者
数
は
34
人
で
あ
る
。
地

勢
面
等
で
不
利
な
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
積
極
的
な
誘

致
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
地

元
企
業
雇
用
等
促
進
条
例
等
で
事

業
継
続
に
協
力
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
条
例
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
条
例
の
統
一
は

制
度
の
性
質
か
ら
統
一
の
必
要
は
な
い

４名の議員から４問の一般質問がありました。質問・答弁を抜粋・要
約して掲載しました。一般質問

小鹿　昭義 議員
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詳しい質問内容については、議会ホームページをご覧ください。 一般質問
【
木
村
　
隆
議
員
】

　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

文
科
省
通
知
で
は
「
複
数
年
教

育
課
程
編
成
可
」「
授
業
時
間
の

20
％
程
度
の
補
習
・
家
庭
学
習

可
」
だ
が
、
当
町
の
方
針
は
？

②
夏
休
み
短
縮
は
あ
る
か
？

③�

学
校
祭
・
修
学
旅
行
の
実
施
見

込
み
や
高
校
の
海
外
修
学
旅
行

に
係
る
情
報
収
集
状
況

④�

部
活
に
お
い
て
、
今
後
３
年
生

出
場
の
大
会
等
は
？

⑤�

福
島
学
ジ
ュ
ニ
ア
等
の
事
業
実

施
、
プ
ー
ル
授
業
の
見
込
み

⑥�

感
染
し
た
場
合
の
生
徒
の
心
の

サ
ポ
ー
ト
等

【
小
野
寺
則
之
教
育
長
】

①�

行
事
の
見
直
し
・
工
夫
に
よ
り

年
度
内
で
教
育
課
程
を
修
了

②
25
日
間
を
16
日
間
に
短
縮

③�

学
校
祭
・
学
習
発
表
会
は
工
夫

し
な
が
ら
実
施
、
修
学
旅
行
は

小
学
校
10
月
・
中
学
校
３
月
で

計
画
、
宿
泊
研
修
は
日
帰
り
と

す
る
予
定
、
高
校
海
外
見
学
旅

行
は
国
内
に
切
り
替
え
予
定

④�
陸
上
は
８
・
10
月
の
記
録
会
、

バ
ス
ケ
は
11
月
函
館
・
渡
島
・

檜
山
交
流
大
会
、
野
球
は
７
月

函
館
地
区
大
会
、
吹
奏
楽
は
秋

に
渡
島
管
内
規
模
演
奏
会
を
予

定
⑤�

教
育
事
業
は
２
学
期
か
ら
実
施

方
法
を
工
夫
し
実
施
、
プ
ー
ル

授
業
は
利
用
人
数
制
限
し
実
施

⑥�

学
級
担
任
や
養
護
教
諭
な
ど
学

校
全
体
で
児
童
生
徒
を
き
め
細

か
く
観
察
し
、
い
じ
め
等
を
未

然
防
止
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
派
遣
要
請
な
ど
対
応
に

万
全
を
期
す
る
。

木村　隆 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
・
対
策
は

対
策
に
万
全
を
期
し
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
た
い

【
平
沼
昌
平
議
員
】

　

全
国
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

５
月
28
日
で
解
除
さ
れ
、
第
３
波

対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

当
町
に
感
染
者
が
出
て
、
小
さ

な
連
鎖
が
続
く
と
想
定
し
た
場

合
、
病
院
や
介
護
施
設
、
在
宅
介

護
事
業
等
を
含
め
て
感
染
症
対
策

を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
観
光
施
設
の
接
客
対
応
に
も

検
温
や
フ
ェ
ー
ス
カ
バ
ー
等
の
必

要
性
を
感
じ
る
。
教
育
現
場
や
免

疫
力
の
弱
い
方
々
の
施
設
、
医
療

関
係
者
に
対
し
て
備
品
の
確
保
な

ど
を
明
確
に
周
知
し
、
補
助
対
応

の
検
討
を
し
て
は
如
何
か
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

当
町
に
感
染
者
が
出
た
場
合
、

作
成
済
み
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
に
基
づ

き
対
応
す
る
。

　

現
時
点
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
は
、
町
民
で
疑
い

の
あ
る
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た

場
合
、
渡
島
振
興
局
長
か
ら
私
に

直
接
電
話
が
入
る
。
初
動
か
ら
渡

島
保
健
所
や
感
染
症
指
定
医
療
機

関
な
ど
と
関
係
機
関
と
の
連
携
管

理
と
な
る
。
感
染
経
路
聞
き
取
り

調
査
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
は
保

健
所
が
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
町
民
の
感
染
予
防
対

策
と
経
済
対
策
に
力
点
を
置
い
て

施
策
を
講
じ
て
来
た
が
、
国
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
新
た
な
生
活

ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
た
め
に
必

要
な
支
援
と
し
て
、
新
た
な
助
成

制
度
を
構
築
し
、
危
機
意
識
の
共

有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

平沼　昌平 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
当
町
の
今
後
の
取
り
組
み
は

新
た
な
助
成
制
度
創
設
や
危
機
意
識
の
共
有
を
図
り
た
い


